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力の結果，『ベヴァリッジ報告書』では，両親が就業中の家族においては，給
付対象から第一子が除外された。この点においては，普遍的な児童手当構想
は，実現しなかったといえる。しかし第4節で検討したように，ベヴァリッジ
は，非標準型家族の母親に対する手当の支払いについては固持した。
既に述べたとおり，近年のジェンダー研究では，『ベヴァリッジ報告書』は
既婚女性を賃金労働者と想定していない点で批判をうけている。第3節で検討
したように，『ベヴァリッジ報告書』においては，既婚女性を賃金労働者では
なく主婦として想定していた。しかし，『ベヴァリッジ報告書』は同時に，主
婦の家庭内無償労働に対する対価として，彼女たちが母親として児童手当を受
け取る資格を認めていた。この点は1940年代以前に提示されてきた構想から
の連続面と捉えることができる。
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